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まえがき 36 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準37 
作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ38 
きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS B 8419:2010 は改39 
正され，この規格に置き換えられた。 40 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 41 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意42 
を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実43 
用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 44 

 45 

 46 
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日本産業規格（案）       JIS 47 

 B 8419：0000 48 

 49 

空気圧－方向制御弁－切換時間及び応答時間の測定 50 

Pneumatic fluid power－Directional control valves－ 51 

Measurement of shifting time and response time 52 

 53 

 54 
序文 55 

この規格は，2023 年に第 2 版として発行された ISO 12238 を基とし，技術的内容を変更して作成した日56 
本産業規格である。 57 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。58 
技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 59 

 60 

1 適用範囲 61 

この規格は，電気又は空気圧で操作する方向制御弁及び可動流体素子の切換時間及び応答時間の測定に62 
おける試験手順について規定する。 63 

2 位置弁又は 3 位置弁の，単動形及び複動形の空気圧方向制御弁に適用可能である。 64 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 65 
ISO 12238:2023，Pneumatic fluid power -- Directional control valves -- Measurement of shifting time（MOD） 66 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと67 
を示す。 68 

2 引用規格 69 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項70 
を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 71 

JIS B 0125-1 油圧・空気圧システム及び機器－図記号及び回路図－第 1 部：図記号 72 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 1219-1，Fluid power systems and components−Graphical 73 
symbols and circuit diagrams−Part 1: Graphical symbols for conventional use and data-processing 74 
applications 75 

JIS B 0142 油圧・空気圧システム及び機器－用語 76 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 5598，Fluid power systems and components−Vocabulary 77 

JIS B 8000-1 量及び単位－第 1 部：一般 78 



2 
B 8419：0000  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 80000-1，Quantities and units−Part 1: General 79 

JIS B 8373 空気圧用電磁弁 80 

JIS B 8390-1 空気圧－圧縮性流体用機器の流量特性試験方法－第 1 部：通則及び定常流れ試験方法 81 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 6358-1，Pneumatic fluid power−Determination of flow-rate 82 
characteristics of components using compressible fluids−Part 1: General rules and test methods for 83 
steady-state flow 84 

3 用語及び定義 85 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS B 0142 による。 86 

3.1 87 
切換時間（shifting time） 88 

制御信号（電気又は空気圧）の変化から，該当する出力ポートの圧力が指定された分だけ変化する時間89 
まで測定される時間経過 90 

注釈 1 バルブの種類によって，ON 時切換時間又は OFF 時切換時間は，排気又は非排気位置に切り換91 
える時間を意味する。そのため，この規格では，“切換時間（排気）”及び“切換時間（充塡）”92 
の用語と，“切換時間（非排気）”との用語を使用している。バルブの種類に応じて，カタログ93 
の仕様に対応する ON 時切換時間又は OFF 時切換時間が得られる。 94 

3.2 95 
ON 時切換時間（shifting on-time） 96 

制御信号が加えられたときの切換時間 97 

3.3 98 
OFF 時切換時間（shifting off-time） 99 

制御信号が除かれたときの切換時間 100 

3.4 101 
切換時間（排気）［shifting time (exhaust)］ 102 

該当する出力ポートが排気される位置に移動する切換時間で，出力ポートの圧力が 10 %変化するまで103 
の時間 104 

3.5 105 
切換時間（充塡）［shifting time (fill)］ 106 

該当する出力ポートが充塡される位置に移動する切換時間で，出力ポートの圧力が 10 %変化するまで107 
の時間 108 

3.6 109 
切換時間（非排気）［shifting time (non-exhausting)］ 110 

該当する出力ポートが閉鎖される位置に移動するための切換時間 111 

3.7 112 
応答時間（response time） 113 

該当する出力ポートに不要な容積の配管を設けずに圧力変換器だけを接続した状態において，制御信号114 
が変化してから，該当する出力ポートの圧力が変化するまでの時間 115 
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3.8 116 
ON 時応答時間（排気）［response on-time(Release)］ 117 

制御信号が加えられてから出力ポートの圧力が排気ポートから放出され，圧力が変化し始めるまでの応118 
答時間 119 

 120 
3.9 121 
ON 時応答時間（充填）［response on-time(Filling)］ 122 

制御信号が加えられてから出力ポートへ圧力が充填され，圧力が変化し始めるまでの時間 123 

3.10 124 
OFF 時応答時間（排気）［response off-time(Relaase)］ 125 

制御信号が除かれてから出力ポートの圧力が排気ポートから放出され，圧力が変化し始めるまでの応答126 
時間 127 

 128 
3.11 129 
OFF 時応答時間（充填）［response off-time(Filling)］ 130 

制御信号が除かれてから出力ポートの圧力が充填され，圧力が変化し始めるまでの時間 131 

4 記号及び単位 132 

この規格で用いる記号及び単位は，表 1 によるほか，JIS Z 8000-1 による。 133 

表 1－記号及び単位 134 

記号 パラメータ 単位 
t0 測定の時間基準 ms 
tE 切換時間（排気） ms 
tF 切換時間（充塡） ms 

tNE 切換時間（非排気） ms 
TE ON 時応答時間（排気） ms 
TRE OFF 時応答時間（排気） ms 
TF ON 時応答時間（充填） ms 
TRF OFF 時応答時間（充塡） ms 

この規格で用いる図記号は，JIS B 0125-1 による。 135 

5 試験装置 136 

5.1 基本試験の設定 137 

基本試験回路を，図 1 及び図 2 に示す。 138 

非排気バルブ位置に弁を切り換える場合，圧力降下がないため，切換時間を測定することは不可能であ139 
る。非排気バルブ位置（例えば，2/2 又は 5/3 において弁が閉鎖する位置）への切換時間（非排気）を測定140 
するには，絞り弁及び流量計を使用する（図 1 及び図 2 の記号 9 及び記号 10 参照）。 141 
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 記号説明 
 1：制御信号 
 2：圧力変換器 
 3：記録装置 
 4：供試弁 
 5：圧力測定管 
 6：遮断弁（オプション） 
 7：温度計 
 8：供給タンク 
 9：絞り弁（非排気バルブ位置の場合だけ） 
 10：流量計（非排気バルブ位置の場合だけ） 
 

図 1—電磁弁の基本試験回路 142 

パイロット操作切換弁（図 2）の場合，JIS B 8390-1 で定義されている制御弁（記号 1）の音速コンダク143 
タンス C は，供試弁（記号 4）のパイロットポートの音速コンダクタンス C よりも大きくしなければなら144 
ない。制御弁（記号 1）と圧力測定管（記号 5）との供試弁のパイロットポートの配管は，できるだけ短く145 
することが望ましい。 146 

 147 

 148 

 149 

 150 

 151 

 152 

 153 

 154 
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 記号説明 
 1：制御弁（制御信号発生用） 
 2：圧力変換器 
 3：記録装置 
 4：供試弁 
 5：圧力測定管 
 6：遮断弁（オプション） 
 7：温度計 
 8：供給タンク 
 9：絞り弁（非排気バルブ位置の場合だけ） 
 10：流量計（非排気バルブ位置の場合だけ） 
 

図 2—パイロット操作切換弁の基本試験回路 155 

 156 

5.2 圧力測定管 157 

5.2.1 圧力測定管は，供試弁の供給ポートに，及びパイロット操作切換弁の場合はパイロットポートに，158 
それぞれ適切に接続することが望ましい。また，圧力測定管は，JIS B 8390-1 に適合していなければなら159 
ない。 160 

5.2.2 供試弁の各ポートサイズに，及びパイロット操作切換弁の場合はパイロットポートのサイズに，そ161 
れぞれ適切に合った圧力測定管を選び，取り付ける。 162 

5.3 圧力変換器 163 

2 
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5.3.1 圧力変換器を，それぞれの出力ポート及び圧力測定管に取り付け，できるだけ吐出量を少なくする。164 
試験対象外の出力ポートは，全てプラグを差し込まなければならない。 165 

5.3.2 パイロット操作切換弁を試験する場合は，圧力変換器をパイロット圧力測定管に取り付ける。 166 

5.4 供給タンク 167 

5.4.1 試験中に配管内の圧力損失が供給圧の 3 %を超えないように，十分な容量の供給タンクを使用する。168 
供給タンクからの接続管は，圧力損失を最小にするために，圧力測定管の流路面積より数倍大きくし，で169 
きるだけ短くする。 170 

5.4.2 供給タンク内の温度を測定できる供給タンクを使用する。供給タンク内の温度は，18 ℃～30 ℃に171 
保つ。 172 

5.4.3 遮断弁及び制御弁は，流量が絞られたり，測定時間が長くなることを避けるため，供給タンク出口173 
にできるだけ近づけ，圧力測定管よりも大きい音速コンダクタンス C をもつ弁を使用する。 174 

5.5 制御信号 175 

5.5.1 パイロット式電磁弁又はパイロット操作切換弁の場合，外部パイロット供給圧力をバルブに供給さ176 
れる試験圧力又は最大許容パイロット供給圧力のいずれか小さい方で維持する。 177 

5.5.2 交流電磁弁では，トリガを 0 V に合わせたトリガ装置によって制御信号を発生させる。また，定格178 
電圧の±2 %に維持する。 179 

5.5.3 直流電磁弁では，定常電圧を定格電圧の±2 %に維持する。 180 

5.5.4 試験装置保護のためにサージ対策をする場合は，測定する切換時間の変動が 0.1 ms を超えないこ181 
とが望ましい。 182 

5.5.5 複動形では，制御信号間に停止時間を追加し，パイロット室の内圧が排気していることを確認して183 
から，切換時間を測定する。 184 

5.6 測定記録 185 

5.6.1 圧力変換器，増幅器及び記録装置を使う場合は，周波数感度が最低 2 000 Hz で－3.0 dB 以内，分解186 
能が 0.1 ms 未満のものを使用する。5 ms 未満の切換時間に対しては，最低 5 000 Hz で－3.0 dB 以内のもの187 
を用いる。 188 

5.6.2 試験では，圧力変換器から得られる制御信号（交流，直流，又はパイロット圧力），及び圧力－時189 
間特性を記録する。測定波形の例を，図 3 に示す。 190 

 191 

 192 

 193 

  194 

 195 
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 記号説明 
 1：直流電圧波形（V） 
 2：交流電圧波形（V） 
 3：パイロット圧力（MPa） 
 4：圧力時間図（例えば，5/2 単動形バルブ） 

TRE TE 

 

 

 

 

tE 

TF 

tE 

tE 

TRF 

tF 
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 5：圧力時間図（例えば，2/2 常時閉のバルブ，非排気） 
 6：典型的な供給圧力 

 a：供給圧力 p1 

 b：推奨最大圧力降下：3 % 
 c：充塡時試験 
 d：放出時試験 
 e：微小漏れの排気試験 
 f：微小漏れのない排気試験 
 g：微小漏れによる圧力降下 
 t0：測定の時間基準（切換時間測定開始） 
 tE：切換時間（排気） 
 tF：切換時間（充塡） 
 tNE：切換時間（非排気） 
 TE：ON 時応答時間（排気） 
 TRE：OFF 時応答時間（排気） 
  TF：ON 時応答時間（充塡） 
 TRE：OFF 時応答時間（充塡） 
 V：電圧 
 p：圧力 
 t：時間 
 

図 3－代表的な記録波形 196 

6 試験精度 197 

試験精度は，表 2 で規定するシステムの許容誤差内で測定値が得られるようにしなければならない。 198 

表 2—試験精度 199 

計器のパラメータ システムの許容誤差 
圧力 ±0.01 MPa 
温度 ±2 ℃ 
時間 ±5 % 

  

7 試験手順 200 

7.1 試験手順概要 201 

試験手順の概要を表 3 及び表 4 に示す。 202 

表 3－ON 時切換試験の試験手順 203 

バルブ タイプ 
ON 時切換え（制御信号） 

試験手順 
充塡 排気 

ポート 2 ポート 4 ポート 2 ポート 4 箇条 

2/2 
NC（常時閉） 単動形 12 － － － 7.5 
NO（常時開） 単動形 － － （10）a) － 7.7 

－ 複動形 12 － （10）a) － 7.5，7.7 

3/2 
NC（常時閉） 単動形 12 － － － 7.5 
NO（常時開） 単動形 － － 10 － 7.6 

－ 複動形 12 － 10 － 7.5，7.6 
4/2 － 単動形 － 14 14 － 7.5，7.6 
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5/2 － 複動形 12 14 14 12 7.5，7.6 

5/3 
プレッシャセンタ位置 単動形 12 14 14 12 7.5，7.6 

エキゾーストセンタ位置 単動形 12 14 14 12 7.5，7.6 
クローズドセンタ位置 単動形 12 14 14 12 7.5，7.6 

 注記 バルブ及びタイプは，JIS B 8380 及び JIS B 0142 に適合するバルブの種類及び操作機構の呼び方を示す。 
注 a) 括弧内の値は，排気できない切換位置（閉位置）を示す。 
 

表 4－OFF 時切換試験の試験手順 204 

バルブ タイプ 
OFF 時切換え（制御信号） 

試験手順 
充塡 排気 

ポート 2 ポート 4 ポート 2 ポート 4 箇条 
2/2 NC（常時閉） 単動形 － － （12）a) － 7.7 

NO（常時開） 単動形 10 － － － 7.5 
－ 複動形 － － － － －b) 

3/2 NC（常時閉） 単動形 － － 12 － 7.6 
NO（常時開） 単動形 10 － － － 7.5 

－ 複動形 － － － － －b) 
4/2 
5/2 

－ 単動形 14 － － 14 7.5，7.6 
－ 複動形 － － － － －b) 

5/3 プレッシャセンタ位置 単動形 14 12 － － 7.5 
エキゾーストセンタ位置 単動形 － － 12 14 7.6 
クローズドセンタ位置 単動形 － － （12）a) （14） 7.7 

 注記 JIS B 8380 及び JIS B 0142 に適合するバルブの種類及び操作機構の呼び方を示す。 
注 a) 括弧内の値は，排気できない切換位置（閉位置）を示す。 
注 b) 一般に複動形では，制御信号の除去は弁位置の変化につながらない。したがって，複動形の弁では，OFF 切

換時間の測定は不可能である。 
 

7.2 試験回路 205 

箇条 5 に規定する試験装置で，図 1 又は図 2 に示す試験回路を適切に設定する。 206 

7.3 試験記録 207 

ON 時切換時間試験又は ON 時応答時間試験，及び OFF 時切換時間試験又は OFF 時応答時間のいずれに208 
ついても，作動能力及び性能を十分考慮して測定を行わなければならない。 209 

各出力ポートの充塡及び放出時の測定は，次に示す項目を記録する。 210 

－ 供給ポートから各出力ポートへの充塡時間 211 

－ 各出力ポートから排気ポートへの放出時の時間 212 

放出及び充塡時間を測定する試験を組み合わせて，順番に実行してもよい。 213 

7.4 測定方法 214 

測定は 3 回行い，各流路ごとに実施する。 215 

a) 試験は，幾つかの予備的な切換操作を行い，その後に，試験の種類に応じたバルブの操作を行わなけ216 
ればならない（7.5.3，7.6.2 又は 7.7.3 及び図 3 参照）。 217 

b) 試験準備として，電磁弁の場合は，ソレノイドに通電及び非通電にすることによって，パイロット操218 
作切換弁の場合は，パイロット制御機構を加圧及び無加圧することによって，バルブを数回作動させ219 
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る。これらは，試験中の流路の完全な排気及び加圧を確実にする頻度で行う。 220 

c) 各試験は，温度の安定を確保するために，少なくとも 1 分間の待機時間の後に実施する。供給タンク221 
の温度は，18 ℃～30 ℃に維持する。 222 

7.5 切換時間（充塡） 223 

充塡位置へ切り換える場合，切換時間（充塡）の測定は，次による。 224 

a) 切換時間の測定では，供給タンクの圧力を 0.63 MPa，又は供給側圧力変換器の最高使用圧力のいずれ225 
か低い方に維持する。応答時間の測定では，供給タンクの圧力を 0.5 MPa，又は供給側圧力変換器の最226 
高使用圧力のいずれか低い方に維持する。 227 

b) 測定前に，出力ポートが大気圧であることを確認する。 228 

c) 7.4 に従って試験を行い，毎回出力ポートの空気を抜き，その後，充塡位置に切り換える。 229 

7.6 切換時間（排気） 230 

排気位置に切り換える場合，切換時間（排気）の測定は，次による。 231 

a) 切換時間の測定では，試験中の出力ポートを，圧力 0.63 MPa まで，又は出力側圧力変換器の最高使用232 
圧力のいずれか低い方まで充塡する。応答時間の測定では，試験中の出力ポートを，圧力 0.5 MPa ま233 
で，又は出力側圧力変換器の最高使用圧力のいずれか低い方まで充塡する。 234 

b) 7.4 に従って試験を行い，毎回出力ポートを加圧し，その後，排気位置に切り換える。 235 

7.7 切換時間（非排気） 236 

非排気位置（例：2/2 クローズ位置及び 5/3 クローズドセンタ位置）へ切り換える場合，切換時間（非排237 
気）の測定は，次による。 238 

注記 実際には排気されない位置に切り換えられるが，技術的な観点からは，切換時間（排気）とみな239 
している。 240 

a) 供給タンクの圧力を 0.63 MPa，又は供給側圧力変換器の最高定格圧力のいずれか低い方に維持する。241 
バルブを，加圧位置に切り換える。出力ポートが加圧されている間，絞り弁は 1.0 L/min～1.5 L/min の242 
微小漏れが発生するように設定し，流量計で測定する。バルブを，非排気位置に切り換えた場合，圧243 
力低下が検出可能でなければならない。 244 

注記 1.0 L/min～1.5 L/min の微小漏れによって，0.63 MPa の標準試験圧力付近で測定するため，切換特245 
性に影響を与えないことになる。 246 

b) a)に従って絞り弁を設定した状態で，それに従って複数の予備的な切換えを行う。7.4 の b)及び c)に従247 
い，待機時間中は供給ポートを加圧し，圧力の変動幅及び電気信号ノイズを判定できなければならな248 
い。 249 

c) 7.4 に従って試験を行い，その都度出力ポートを加圧し，その後，非排気位置に切り換える。 250 

8 切換及び応答時間の算出 251 

8.1 切換時間 252 

測定の時間基準 t0 は，次による。 253 

－ 電磁弁の場合には，確実に電圧が変化し始めた時間を t0 とする（図 3 参照）。 254 
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－ パイロット操作切換弁の場合には，パイロット圧力が 10 %変化した時間を t0 とする（図 3 参照）。 255 

測定する時間は，次による。 256 

－ 充塡位置に切り換える場合には，出力ポートの試験運転ごとに，t0 から，圧力が供給タンク圧力の 10 %257 
に達するまでの充塡時間を測定する。各出力ポートについて，7.5 に規定する試験運転からのデータの258 
平均値を求める。これが，各出力ポートの切換時間（充塡）である（試験データの例については，表259 
A.1 参照）。 260 

－ 排気位置に切り換える場合は，出力ポートの試験運転ごとに，t0 から圧力が供給タンク圧力の 90 %に261 
達するまでの排気時間を測定する。各出力ポートについて，7.6 に規定する試験運転からのデータの平262 
均値を求める。これが，各出力ポートの切換時間（排気）である（試験データの例については，表 A.1263 
参照）。 264 

－ 非排気位置に切り換える場合は，出力ポートの試験運転ごとに，t0 から圧力低下の始点まで，非排気265 
位置を絞って排気する時間を測定する。これを，圧力が変化し，初期値を下回る点とし，また，圧力266 
変動幅及び電気信号ノイズも考慮している（変動幅の測定の例については，附属書 B 参照）。各出力267 
ポートについて，7.7 に規定する試験動作でのデータの平均値を求める。これが，出力ポートごとの切268 
換時間（非排気）である。 269 

注記 データ計算に当たっては，微小漏れによる圧力降下の割合は関係しない。圧力降下の開始時の時270 
間だけが関係している。 271 

8.2 応答時間 272 

測定の時間基準 t0 は，確実に電圧が変化し始めた時間を t0 とする（図 3 参照）。 273 

測定する時間は，次による。 274 

－ 充塡位置に切り換える場合には，それぞれの出力ポートにおいて，t0 から供給圧力が充塡し始めるま275 
での時間を測定する。それぞれのポートで 3 回測定した値を平均したものが，充塡時応答時間である。 276 

－ 排気位置に切り換える場合は，それぞれの出力ポートにおいて，t0 から供給圧力が放出し始めるまで277 
の時間を測定する。それぞれのポートで 3 回測定した値を平均したものが，放出時応答時間（排気）278 
である。 279 

－ 非排気位置に切り換える場合は，それぞれの出力ポートにおいて，t0 から供給圧力が出力ポートに設280 
置された絞り弁から放出し始めるまでの時間を測定する。それぞれで 3 回測定した値を平均したもの281 
が，放出時応答時間（非排気）である。 282 

2 ポートバルブの場合，JIS B 8373 の 11.2（動的性能試験）の測定値を応答時間とする。 283 

9 試験測定値の報告 284 

バルブの各流路における平均を切換時間及び応答時間とするこのタイプの報告の例については，表 A.1285 
の“報告する平均切換時間”の“個々の流路”の欄を参照。 286 

この代替案として，全ての流路の切換時間の平均値を切換時間及び応答時間とするこの種の報告の例に287 
ついては，表 A.1 の“報告する平均切換時間”の“バルブ全体”の欄を参照。 288 

10 規格適合表示 289 
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この規格に適合していることを，試験報告書，カタログ及び販売資料に表示する場合は，次のいずれか290 
を記載する。 291 

“空気圧方向制御弁又は，可動流体素子の切換時間は JIS B 8419（空気圧－方向制御弁－切換時間及び292 
応答時間の測定）に適合する。” 293 

“空気圧方向制御弁の応答時間は JIS B 8419（空気圧－方向制御弁－切換時間及び応答時間の測定）に294 
適合する。” 295 

 296 

 297 

 298 
  299 
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附属書 A 300 

（参考） 301 

算出した試験データ及び報告する値の例 302 

 303 

表 A.1－5/2 単動形バルブの試験から算出した切換時間の試験データ及び報告する値の例 304 

切換時間 
 

JIS B 8380による 

流路の説明 

試験運転ごとの切換

時間（ms） 
報告する平均切換時間（ms） 

個々の流路 バルブ全体 

切換え ON 
（通電時） 

 

ポート 1～4 で 
充塡 

17 
18 

17 

18 
19 

ポート 2～3 の 
排気 

15 
16 16 

17 

ポート 1～2 で 
充塡 

35 
36 

35 

36 
37 

切換え OFF 
（非通電時） 

ポート 4～5 の 
排気 

33 
34 34 

35 

 305 

 306 

 307 

 308 

 309 

 310 

 311 

 312 

 313 

 314 

 315 

 316 

 317 

 318 
  319 
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附属書 B 320 

（参考） 321 

非排気位置への切換時間の測定 322 

 323 

B.1 一般 324 

この附属書の目的は，排気しない位置（例えば，2/2 閉位置及び 5/3 閉中心位置）をもつバルブの切換時325 
間の測定において，このバルブの構造は，他のバルブの構造の測定手順と異なるため，利用者の理解の助326 
けとなることである。 327 

ここでの例は，異なる国の二つの試験所によって行われた一連の試験から選ばれた。 328 

B.2 試験手順 329 

試験装置及び試験手順は，箇条 5 及び箇条 7 による 330 

 
 記号説明 
 X：時間（ms） 
 Y1：圧力（MPa） 
 Y2：制御信号（デジタル） 
 1：制御信号 
 2：出力ポート圧力（MPa） 
 

図 B.1－切換時間の試験手順（非排気） 331 

 332 
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待ち時間の間，供給ポートは加圧され，図 B.2 に示されるように，圧力のゆらぎ帯域及び電気信号雑音333 
の最低と最高とを測定できるようになる。その後，バルブは非排気位置に切り換わり，切換時間（非排気）334 
が，図 B.3 に示すように測定される。 335 

 
 記号説明 
 X：時間（ms） 
 Y：圧力（MPa） 
 1：変動幅（MPa）の最小値 
 2：変動幅（MPa）の最大値 
 

図 B.2－変動帯の測定 336 

B.3 切換及び応答時間の算出 337 

箇条 8 に従って，切換及び応答時間を算出する。切換時間（無排気）とは，図 B.3 に示すように，t0 か338 
ら最初に測定され，そこから圧力が必ず変動帯の極小点を下回るまでの経過時間である。 339 

 340 

 341 

 342 

 343 

 344 
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 記号説明 
 X：時間（ms） 
 Y1：圧力（MPa） 
 Y2：制御信号（デジタル） 
 1：制御信号 
 2：出力ポート圧力（MPa） 
 tNE：切換時間（非排気） 
 

図 B.3－ 切換時間の測定（非排気） 345 

B.4 試験結果 346 

反復性及び再現性を異なる研究室で試験し，結果をクロスチェックした。特性は，試験対象のバルブの347 
大きさ，及び出力ポートの微小漏れを設定する絞り弁の影響を受けない。 348 

 349 

表 B.1－切換時間の計算例（非排気） 350 

切換時間 
JIS B 8380による 

流路の説明 
試験所 バルブ 

公称流量 

L/min ANR 

平均切換時間 

ms 

標準偏差 

ms 

切換時間 
（非排気） 

 
 
 
 
 
 
 
 

ポート 4 から絞

り弁への排気 

A 
1 700 39 0.7 
2 1 600 68.4 0.5 
3 3 480 93.5 0.7 

B 

4 148 19.5 0.4 
5 2 048 33.5 0.3 

6 4 690 59.1 0.7 

 351 
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 352 
参考文献 353 

[1] JIS B 8380:2002 空気圧用制御弁及び他機器のポート及び制御機構の識別 354 

注記 対応国際規格における参考文献：ISO 11727:1999,Pneumatic fluid power -- Identification of ports 355 
and control mechanisms of control valves and other components 356 

 357 

 358 

 359 

 360 

 361 

 362 

 363 

 364 

 365 

 366 

 367 

 368 

 369 
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附属書 JA 370 

（参考） 371 

JIS と対応国際規格との対比表 372 
 373 

JIS 番号 対応国際規格番号：発行年（JIS と国際規格との対応の程度の全体評価の記号） 

 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

1，7.3，7.5， 
7.6，9 

1，7.3，7.5， 
7.6，9 

追加 対応国際規格では，切換時間だけが規定さ

れているが，我が国の空気圧システムの選

定で広く周知されている応答時間を追加し

た。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

3 3 追加 対応国際規格では，切換時間だけが規定さ

れているが，応答時間についても規定して

いるため，用語 3.7～3.11 を追加した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

4 
表 1 

4 
表 1 

追加 対応国際規格では，切換時間だけが規定さ

れているが，この JIS では応答時間につい

ても規定しているため，これらの記号を追

加した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

5.2.1 5.2.1 削除 対応国際規格では，ISO 6358-1（JIS B 8390-
1）の流量測定回路を使うこととしている

が，この JIS では切換時間測定回路を明確

にしているため，JIS B 8390-1 の説明は削除

した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

5.4.1 5.4.1 削除 対応国際規格では，圧力損失による切換時

間の測定影響を記載しているが，圧力損失

3 ％以内と定義されているため，削除した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

5.6 
図 3 

5.6 
図 3 

追加 対応国際規格では，tE のほか，V，p 及び t の
記号説明がされていないため，それらの説

明を加えた。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

変更 対応国際規格では，切換時間だけが規定さ

れているが，この JIS では応答時間につい

ても規定しているため，新たな図に変更し

た。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

表 2 表 2 追加 対応国際規格では，圧力の単位が kPa 及び

bar で記載されているが，我が国においては

SI 単位を適用しているため，MPa に対する

換算値を示した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

7.3 7.3 変更 ON 時切換え時間及び OFF 時切換え時間で

方向制御弁の性能を示すため，ON 時及び

OFF 時の切換え時間の測定が必要であり，

変更した。  

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

8.2  追加 対応国際規格では，切換時間の算出だけが

規定されているが，応答時間の算出につい

ても規定した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

10 10 追加 対応国際規格では，切替時間の表示につい

てだけが規定されているが，応答時間の表

示についても規定した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 削除：対応国際規格の規定項目又は規定内容を削除している。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 
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